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	電　波　環　境　調　査　実　施　要　領
	調査実施の意義 ・市街地や工場、鉄道沿線、イベント会場等で空撮等の業務を行う場合には、2.4㎓帯内の混信のみならず、空撮地近隣に設置されている2.4㎓の上下バンド(2.1㎓－2.7㎓等）の携帯電話基地局等からの電力干渉による操縦用無線機の電波途絶、テレメトリー信号の不達は起こり得る現象です。また、920㎒帯のテレメトリー装置等、他局の影響を受けやすい機器を搭載している場合など、ドローン運用を実施する際には事前に電波環境の調査をしておくことは非常に重要となります。
	JDRIでは国内で使用されているほぼ全てのドローン搭載無線を調査検証しており、当該ドローンがどういった無線の干渉を受けるか、また被干渉時にどのような挙動を示すかについての調査結果を多数保有しております。ドローン電波環境調査においては、ドローン無線に特化した測定システムを使用し電波環境を調査、調査地点での危険度またその対策を検証し、報告書として提出いたします。
	主な作業内容
	使用機材の一例


